
く る め 版
GIGAスクール
授業ＤＸガイド２



GIGAスクール推進研究班では、文部科学省パ

ンフレット「GIGA スクール構想の実現へ」に示され

ている、「ICTの学びへの活用」に基づき、

「“１人１台”を活用して、教科の学びをつなぐ。

社会課題の解決に生かす。」学びの在り方を明ら

かにするため調査研究を進めました。

１

「効果的」なＩＣＴの活用の在り方を探る
１人１台端末導入から２年

１．研究のスタート

２．研究の方向性

（参考）過去の調査研究

令和２年度の調査研究
主にChromebook使用のルールや、アプリの操作方
法を中心に解説

令和３年度の調査研究
「くるめ授業スタンダード」において「ICTが持つ特性・
強み」を生かす実践事例の紹介

研究を進めるにあたり、「ICTを効果的に活用す

る」ということが何かが課題になりました。「授業で

ICTを使う」ことと、一体何が違うのでしょうか。

そこで、令和３年度調査研究の中で整理した、

くるめ版「ＩＣＴが持つ特性・強み」を「探究のプロ

セス」の中で位置付け、実践を通す中で、「効果

的な活用」とは何かについて研究を行うことにしまし

た。

くるめ版「ICTが持つ特性・強み」
※Chromebookの機能をもとに整理

【全体化】 【可視化】 【協同化】 【編 集】 【蓄 積】

・データ共有
・一斉配布
・個別回収

・画像の撮影
や提示
・思考の
可視化

・遠隔授業
・データを
同時操作

・調べ学習
・整理・分析
・ドリル学習
・プレゼン

・学習過程の
蓄積・記録
・評価の記録



課題設定

情報の収集
整理・分析

まとめ・表現

課題設定

情報の収集
整理・分析

まとめ・表現

課題設定

情報の収集
整理・分析

まとめ・表現

「探究のプロセス」と「ＩＣＴが持つ特性・強み」との関係(例)

①社会課題の解決に取り組む「総合的な学習の時間」で実践する。

②探究のプロセスの中で 「ＩＣＴが持つ特性・強み」を生かす。

③「教科の学びを繋ぐ」授業づくりを行う。

課題の設定

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

保存

活用

活用

共同編集

保存

３．「効果的な活用」を探る研究のイメージ図

各教科の学び

社会課題の解決に生かす

総合的な学習の時間

活用

関連

「効果的な活用」の在り方を探る

実践１ 実践２

南薫小学校 ４年
「広げよう！自分の未来」

津福小学校 ４年
「伝えよう！災害に強いまち津福」

４．研究実践

２

実践は、社会課題の解決に生かす授業づくり

を意識し、「総合的な学習の時間」において取り

組みました。「探究のプロセス」と「ICTが持つ特性

・強み」との関係を検討し、教科等と関連を図り

ながら単元計画を作成しました。



探究活動１
働くことについての

イメージを膨らませよう

南薫小学校 ４年

総合的な学習の時間

「広げよう！自分の未来」

【目 標】

世の中には様々な職業があることを知るとともに、働く
ために必要なことを知ることができる。 【知識及び技能】

今の自分の興味や関心と重ねながら「将来働きたい
職業」に就くために大切なことについて自分の考えを持
ち、これから自分が頑張っていきたいことを考えることがで
きる。 【思考力・判断力・表現力等】

「働くこと」へのイメージを膨らませ、夢や目標を実現さ
せるために、これからの自己の生き方を主体的に考える
ことができる。 【学びに向かう力・人間性等】

課題の設定

働いている人への取材活動やどんな仕事があるのかに
ついて調べる活動を通して、世の中に様々な職業があ
り、働くために必要な力について考える。

「課題の設定」段階で、以前学んだ道徳科の授業
との関連を図り、授業で作成したJamboardをもとに
進んで働くことのよさや自分のよさ・得意なことについて
想起しました。

・すすんで働くことのよさ、自分のよさって何だろう。
(道徳科A 個性の伸長、C 勤労・公共の精神) 

活用

【学習後の子供たちの姿】

写真は、学習後に自分の将来の夢について発表する
子供たちの様子です。
本単元を通して、子供たちは、今の自分の興味や関
心と重ねながら将来働きたい職業につくために大切なこ
とについて自分の考えを持ち、これからの自己の生き方
を主体的に考えることができました。写真の児童も、学
習を通して自分がなりたい仕事の魅力について考えると
ともに、新しいことにも挑戦していきたい、と視野が広げ
ることができました。

・「たくさんの人を笑顔にできる農家」を目指したい。
・実際に体験してみて、とても楽しく興味を持った。
・農業以外にもいろいろなことに挑戦していきたい。

保存

・取材して聞き取ったことをJamboardやスライドにメモ
として記録する。（国語科）

「情報の収集」の段階で、複数のGTの仕事に対する考
え方をJamboardやスライドにまとめ、自分に取り入れたい
考えを見つけたり、それぞれのGTの考え方について共通点
を整理したりしました。

情報の収集

道徳科
「かっこいいせなか」

３

まとめ・表現整理・分析情報の収集課題の設定

・全体化
・蓄積（活用）

・編集
・蓄積（保存）



探究活動２
働いてみたい仕事を

体験しよう。

２

探究活動３
将来に向けて夢や
目標を進化させよう

自分がやりたい仕事について情報を集めるとともに、実際
に仕事体験活動を通して将来働きたい職業で求められる
力について考える。

これまでの学習をふまえ、「働くこと」について自己の生き
方について考え、発表する。

・仕事の楽しさ、難しさ等を記録し、キャリアパスポートへ
保存する。 (学級活動)
・体験記録は写真でも保存し、デジタルポートフォリオ化

保存
まとめ・表現

「まとめ・表現」の段階において、学級活動の（３）
と関連を図り、仕事体験をして感じた仕事の楽しさや
難しさなどを体験直後にワークシートに書き、撮影させ
たのち、キャリアパスポートに保存させました。
そうすることで、データとして残し単元の中で活用する
だけでなく、今後のキャリア教育に関する授業の中で、
振り返ることができる資料としました。

まとめ・表現

・牛乳パックの処理方法について下級生に向けて発表した
ことをいかす (１学期 総合的な学習の時間)

１学期単元
「南薫クリーンプロジェクト」

「まとめ・表現」の段階において、この学習を通じて進
化した将来の夢を形に残すことをねらいとし、将来の自
分やおうちの人、取材を通して出会った方などに向け、
ビデオメッセージにあらわすようにしました。
ビデオメッセージは、Googleスライドにまとめた資料を
基に発表しました。これは、１学期に、牛乳パックの処
理方法について、１年生に向けて発信した経験を生か
して取り組みました。

４

本単元の発表の様子

まとめ・表現整理・分析情報の収集課題の設定まとめ・表現整理・分析情報の収集課題の設定

・可視化
・蓄積（保存）

・全体化
・編集



２

探究活動１
津福公園の

ひみつを探ろう

津福小学校 ４年

総合的な学習の時間

「伝えよう！

災害に強いまち津福」

【目 標】

災害について知り、津福校区の防災、減災の知恵や
教訓、校区の取組を理解し、津福校区の一員として
自分にできることを探究していくことができる。

【知識及び技能】

GTの方の話や校区の防災、減災の取組について調
べたことを整理、分析し、防災の知恵や教訓、校区の
取組について分かりやすく発信することができる。

【思考力・判断力・表現力等】

自分たちの住んでいる津福校区について防災、減災
の視点で課題を持ち、地域と関わり友達と協働しなが
ら探究活動に取り組んだり、課題解決したりしようとす
ることができる。

【学びに向かう力・人間性等】

【学習後の子供たちの姿】

防災に対する知識
これからの自分の生き方

社会科・国語科
との関連

これは、単元の最後の時間にGoogle スライドで書
いた子供の振り返りです。初め津福校区の防災の取り
組みについて知らなかった子供は、この学習を通して津
福校区で防災のために取り組んでいる人々のことを誇
りに思い、地域の一員として自分にできることを考えるこ
とができました
また、スライドの中には、社会科や国語の学びを活か
して学習に取り組む姿を見ることもできます。

身近な公園の防災設備について知ることをきっかけに
津福校区の防災の取り組みについて調べていきたいとい
う思いを持つ。

情報の収集

・防災士の取組について学習（社会科）
・防災士の案内で、普段遠足等で利用する津福公園
を見学する。（学校行事）

社会科の学習から、災害を防ぐために校区にも防
災士がいることを学び、防災士の取組について学習
してきました。防災士の話から、普段遠足などで使
用する津福公園が防災施設にもなることを知り、見
学を行いました。見学の中で子供たちは
Chromebookを使い、公園内にある防災設備の
写真をとったり、市役所の方や防災士さんの話を録
画したりして、情報を集めていきました。

５

まとめ・表現整理・分析情報の収集課題の設定

・可視化
・編集



４

探究活動２
校区防災マップを

まとめよう

探究活動３
津福校区の防災への

取組を伝えよう

校区の人たちが知りたい情報を調べ、調べたことをもと
に防災情報を発信するとともに、災害を防ぐために自分
たちでできることを考える。

津福校区の危険個所を調査し、防災士へのインタビュー
や調べ活動と関連させながら、津福校区の人の役に立つ
防災マップを作る。

情報の収集

・校区の登下校路をグループに分かれ調査し、危険
個所をカメラやメモで地図に記録する。（生活科）

整理・分析 共同編集

・集めた写真やメモについて、「伝わりやすさ」や「見やす
さ」を視点に整理地図上に登録する。

「整理・分析」の段階では、写真やメモ等、それぞれが
集めた情報をドライブに共有し、「伝わりやすさ」や「見や
すさ」を視点に取捨選択して整理することで、精選され
た情報を防災マップへと登録しました。

「情報の収集」の段階では、危険な場所を視点に
校区を調査し、気になる箇所はChromebookで
写真に残す子もいれば、校区地図が載っているプリ
ントに手書きでメモをする子もいました。

まとめ・表現
活用

整理・分析 共同編集

・校区の方に取材し、データを表で整理することで、必要
な情報や発信方法を取捨選択する。（算数科）

「整理・分析」の段階で、校区の人達がどれくらい
防災の情報を知っているのかを項目ごとに記録しまし
た。整理された調査データをもとに、だれに、どの情報
を、どんな方法で、発信するかについて検討しました。

・防災訓練で取組を発信する内容を新聞・チラシ等に
記述（国語科）

「まとめ・表現」の段階では、防災情報を発信しました。
受け取る相手のことを考えて、スライドや手書きのチラシを
作成しました。また、フォームで作ったアンケートQRコードを
貼り、見た人に手軽に評価をしてもらうことができました。

６

まとめ・表現整理・分析情報の収集課題の設定 まとめ・表現整理・分析情報の収集課題の設定

・可視化
・編集

・共同編集

・共同編集

・編集
・蓄積（活用）



【令和４年度 久留米市教育センター GIGAスクール推進班】
教育ＩＣＴ推進課 指導主事 堤 祐太

教育ＩＣＴ推進課兼教育センター 指導主事 関 和浩
教育センター 指導主事 平井 真純

【調査研究員】
久留米市立南薫小学校 教諭 谷川 康一
久留米市立津福小学校 教諭 三塩 毬絵

久 留 米 市 教 育 セ ン タ ー 福 岡 県 久 留 米 市 南 １ 丁 目 ８ 番 １ 号
ＴＥＬ：０９４２（３６）９７７７／ＦＡＸ：０９４２（３５）９９３０

二つの実践から、「ＩＣＴの効果的な活用」について、以下の２つで整理しました。

１ 限られた学習時間を効率的に進める

⇒従来のツール（ノート、プリント等）より実践しやすい。
（書きやすい、動かしやすい、繰り返しやすい等）

２ 自己選択・決定を容易にする

⇒課題を設定し、解決に向かうために自分で学び方を選
択する場面を従来の授業以上に位置付けられる。

５．成果と課題～ＩＣＴの効果的な活用とは？

実践１ 実践２

南薫小学校 ４年
「広げよう！自分の未来」

津福小学校 ４年
「伝えよう！災害に強いまち津福」

思考ツールを自分たちで選択し、決定する機会を
授業の中でより一層位置付けること。

◯他教科・領域の学びの蓄積をいかすことができた。
・ＩＣＴでいつでも情報を引き出す、振り返る。
◯情報活用能力の育成を図ることができた。
・目的に応じたツールの選択
・文字入力等のスキルの向上

◯ＩＣＴを使えば地域、GTとの連携がしやすくなる。
・Google Meet、ビデオメッセージ等
◯情報の共有・役割分担がしやすい。
◯一人一人の思いに合った調べ学習、表現ができる。

●表現したい目的に最適なアプリ選択が必要なこと。
●取り扱う情報の取捨選択が必要であること。
●個別の活動への教師の見取りが一層求められる。

ＩＣＴを使うことで、視覚的な情報やプレゼンテーションの作成等新たな表現方法が選択肢の一つになりました。また
活動時間が短くなり、表現に時間をかけることができるようになりました。
さらに、学習に対して「自分で・みんなで」取り組むことができるので、子供たち自身が学びを選択し、決定をする力を
育むことができます。
一方、多様な活動をする子供たちに対して、教師が子供たちをどのように指導するか、どのように評価するのかが課題に
なりました。授業のねらいの明確化、子供たちのどのような資質・能力を育成するのかがより大切になってきます。

「授業のねらい」を大切に
「探究的な学び」の中で
ＩＣＴの積極的な活用を！


